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4：６９％
3：３１％
2：  ０％
1：  ０％

（平均3.7）

○毎日繰り返し声をかけたり、保育者も一緒に実践したりすることで身に付いてきた。休み前
には家庭でも手洗いうがいをしっかり行うよう伝えていった。
●手洗いが雑になったり、マスクがずれていたりする子もいるので、正しくできるよう徹底して
いきたい。

4：８３％
3：１７％
2：  ０％
1：  ０％

（平均3.8）

・紙芝居での感染対策の指導は、物
語仕立てのため、子どもの心に届き
やすい。
・毎日の積み重ねが大切だと感じ
る。またマスクのずれは視覚的に自
分で確認できるようにすると良いと思
う。

・自らの命を大切にできるよう、コロナ
禍を経験して学んだ感染対策などを今
後の日々の生活に活かしいく。

○天候の良い日は戸外で十分に体を動かして遊ぶ時間をもち、年齢や季節に合わせた遊び
を継続することができた。雨の日も遊戯室やテラスを利用し、リズム遊びやサーキット、体操な
どを行い、体づくりに力を入れた。
●園庭の使用時間や未満児のスペースを工夫し、さらに十分な時間を確保できるようしたい。

○季節に応じ、植物や生き物などと触れ合えるよう環境設定し、世話をしたり成長を間近で見
たりして興味関心につながった。
○図鑑や絵本を用意しておくことで、調べたり絵を描いたりして遊ぶ姿が見られた。また秋に
は自然物遊びができるよう環境を整えることができた。
●園外保育が十分にはできず、地域の自然に触れ合う機会が少なかった。

④学年便りに遊びや活動の
写真及びコメントを掲載し、友
達とのかかわりや自分の気持
ちの調整の大切さを伝えてい
る。(保護者・自己評価３．５以
上)

4：６９％
3：３１％
2：  ０％
1：  ０％

（平均3.7）

4：８９％
3：１１％
2：　０％
1：  ０％

（平均3.9）

4：２８％
3：６７％
2：  ０％
1：  ５％

（平均3.2）

4：　９％
3：８３％
2：  ８％
1：  ０％

（平均3.0）

4：５６％
3：４４％
2：  ０％
1：  ０％

（平均3.6）

4：３３％
3：６７％
2：  ０％
1：  ０％

（平均3.3）

○絵本や紙芝居を通して「早寝早起き朝ごはん」の大切さを知らせたり、生活リズムカードを
活用し実践できるようにしたりした。
●就学を意識し、９時までの登園をお願いしているが、保護者への意識付けが難しかった。今
後も連携をとりながら生活リズムを整えていけるようにしたい。
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な
子

① 1日1回思い切り体を動か
して遊ぶ場をもつことができた
か。
  　　(自己評価３．５以上)

・自ら体を動かすこと
を楽しみ、安全に遊
ぶ。

・正しい姿勢を意識
する。

・命を守るためにす
べきことがわかり、し
ようとする。

②子どもの生活習慣が整うよ
うな、意識づけや働きかけが
できたか。
　　　（自己評価３．５以上）
・朝７：００までに起きることが
できたか。
　　（保護者評価３．５以上）

③手洗い、消毒、マスクの大
切さを子どもに伝え、感染対
策を行っている。
（保護者・自己評価３．５以上）

4：６１％
3：３８％
2：  １％
1：  ０％

（平均3.6）

　　　　　　　　　　　　　《園の教育目標》　　【心豊かにたくましく生きる子】　　・じょうぶな子　　・なかよく遊ぶ子　　・よく考える子

令和４年度　　園評価

４：よくできている　３：できている　２：あまりできていない　１：できていない  　　　　　　　大垣市立荒崎幼保園

重点目標 評価項目
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⑦子どもが好きな遊びを見つ
けて繰り返し遊ぶことができる
環境の工夫ができている。
 (保護者・自己評価３．５以上)

4：７５％
3：２４％
2：   １％
1：   ０％
（平均3.7）

⑥身近な自然と触れ合える環
境を整えることができたか。
          (自己評価３．５以上)

⑤子どもが自分から進んで挨
拶できるようなかかわりができ
たか。
(保護者・自己評価３．５以上)

4：７１％
3：２９％
2：  ０％
1：  ０％

（平均3.7）

⑧子どもが思いを伝え、相手
の話を聞こうとするかかわりを
している。
 (保護者・自己評価３．５以上)

4：７１％
3：２８％
2：   １％
1：   ０％
（平均3.7）

・自分や友達の良い
ところをみつける。

・異年齢や地域との
連携を深める。

・挨拶や返事、正し
い言葉遣いをする。

・自分の好きな遊び
をみつけ、工夫した
り試したりして繰り返
し遊ぶ。

・自分の思いを伝え
たり、相手の話を聞
こうとしたりする。

4：３９％
3：５６％
2：   ５％
1：   ０％
（平均3.3）

4：４４％
3：５０％
2：   ６％
1：   ０％
（平均3.3）

○ルールのある遊びを楽しんでいる場面や、友達と関わって遊んでいる場面を捉えて学年だ
よりに掲載し、保護者に知らせていくことができた。
○園生活の中での葛藤やいざこざを乗り越えて成長した姿を掲載し、保護者に伝えられるよ
う心がけた。
●規範意識を捉える場面について、担任間で共通理解したうえで便りのコメントを作成した
い。

○保育者が率先して保護者や園児、地域の人に笑顔で挨拶をし、モデルとなることができた。
また自分から挨拶できた子を認め、全体に知らせることで、他の子も意識できるようになった。
●まだ恥ずかしくてできない子や意識できていない子もいるので、挨拶の大切さを伝え、挨拶
しやすい雰囲気を作っていきたい。

○子どもの興味関心を探り、子どもがしたい遊びや好きな遊びを見つけられるよう環境を整え
たり、提案したりすることができた。また、すぐに遊び出せるような環境を常時整えることで、夢
中になって遊ぶ子が増えた。
○継続して遊べるよう、途中のものを置いておく場所を設定したことで、「明日もやりたい」と意
欲的に遊ぶ子が増えた。
●好きな遊びが見つけられない子に対して、いろいろな遊びの提案ができるとよかった。

○活動後の振り返りや帰りの会などで人前で話す機会を大切にしたことで、話したい意欲が
育ってきた。
○友達とのトラブル時には、まずは互いの思いを受け止め、保育者が仲立ちとなって必要な
言葉を知らせたり、相手の思いに気付いたりできるようにしていった。
●自分の思いを一方的に話す子が多い。思いを十分受け止め、相手の話が聞けるようにして
いきたい。

・１日１回絵本や紙芝居などの読み聞
かせを行い、聞くことの楽しさを感じら
れるようにする。また読み聞かせ後に
感想を話す機会を作り、言葉で表現す
る力や聞く時話す時の区別がつけられ
るようにする。

・子ども達が外で遊んでいる姿をよく
見かけた。園庭使用の時間割が大
変かと思うが引き続き戸外でのびの
びと遊ばせるとよい。
・戸外などで十分遊ぶことで体幹が
しっかりした印象をもつ。

・陽の光を浴びることは心身の発育に
効果があるので、一日の活動の流れ
を見直し十分に戸外遊びが楽しめる時
間の確保をする。

・家庭の意識の差が大きいと思うが、
保育者が子ども達に分かりやすく説
明をしていることが意識付けにつな
がっている。
・４月当初、集団登校に遅れてくる小
学生もいるため、園のうちに９時まで
に登園することはとても良いと思う。

・早起きをするためには早く寝ることが
必要であるため、生活リズムカードの
内容を見直し「９時までに就寝」が達成
できるようにする。

・園での子どもの様子を写真で見ら
れるのは、我が子がのびのびと遊ぶ
姿や成長を知ることができ、保護者
は嬉しいと思う。

・子どもの成長の過程を知ってもらえる
ように、行事などの楽しい場面だけで
なく友達とのかかわりや規範意識の芽
生えの姿を、継続して掲載していきた
い。

・保育者から率先して声をかけることで
挨拶を返すことができるようになってき
たので、保護者の協力も得ながら子ど
もから進んで挨拶ができるようにした
い。

・地域で見ていると、保護者の挨拶
が少ないように感じる。子どもは大人
の姿をよく見ているので、家庭の中
で自然にできるようになるとよい。
・自ら進んで地域の方や他学年の園
児に対して素直に言葉を発している
姿がある。「挨拶の花」が沢山咲き乱
れることを期待する。

・「触れる」「見る」「感じる」ことはとて
も大切である。身近なものでよいの
で、子ども達の「探求心」や「想像力」
がもてる環境をお願いしたい。
・園の畑で収穫したサツマ芋や、季
節の野菜を使用した給食の提供が
食育になっている。

・身近な動植物への興味関心が更に
高まるように、地域の自然に触れる園
外保育を計画的に行いたい。

・年齢を重ねるごとに遊びの内容が
変化している。
・遊びから友達の輪が広がり、思考
の柔軟性も学べている。
・大勢の子どもを見ることは大変だと
思うが、その中でも最大限に関わっ
てもらえている。

・子どもの興味関心をもとにした環境
づくりを引き続き行うと共に、保育者が
遊びの発信者となれるよう自己研鑽に
努めたい。

・相手に思いを伝えることは大人でも
難しいが園でも家庭でもお互いの思
いに耳を傾け寄り添いながら成長を
助長するとよい。
・うまく言葉が出てこない時に、保育
者が代弁者となったり、言葉を教え
たりするのがよい。


